
 

磐田市こども・若者会議活動報告について 

１. こども・若者会議の活動について                                  

⑴目 的 本市におけるこども・若者への意見聴取の取組を推進し、市政に反映させる。 

⑵委 員 対象：市内在住・在学・在勤の小学校５年生から 20 歳代までのこども・若者 

      人数：小学生：７人 中学生：９人 高校生：２人 大学生：２人 計 20 人 

⑶テーマ こども憲章「未来へつなぐみんなの心得」の改定 

      憲章やこどもの権利と笑顔約束条例のリーフレット作成および周知方法の検討 

⑷日 程 年５回（令和７年７月 30 日～令和７年 10 月 25 日） 

⑸内 容 チームに分かれてのディスカッション、意見集約 

      オンラインプラットフォームによる意見聴取 

 ⑹会議の振り返り・参加者の様子 

  助け合いや声掛け、フォローなど、自発的な支え合いの動きが自然に起こっていた。 

  こどもの権利について、自分の言葉で語れるようになってきた過程が見られ、回を重ねる

ごとに議論が深まり、学びが自分たちのものになっている実感があった。 

  小学生、中学生、高校生、大学生が一緒に活動していることで「自分の視点だけでは得られ

ない新しい発見があった」との声があった。 

 

２. こども憲章「未来へつなぐみんなの心得」改定内容                                     

〇市制 20 周年と「磐田市こどもの権利と笑顔約束条例」の施行を契機に改定へ 

「磐田市こども憲章」を 2015 年（市制 10 周年時）に策定し、あわせて憲章を実現するための

こどもも大人も守るべき行動指針である、「未来へつなぐみんなの心得」を決定した。今回市制

20 周年を機に、「未来へつなぐみんなの心得」を改定した。 

こども憲章 「磐田の大地を踏みしめ ともに手をつなぎ 明日を楽しみに たくましく生きよう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４



３. こどもの権利リーフレット「人生のおまもりＢＯＯＫ」作成                       

こどもの権利について、学ぶことができ、誰にでもわかりやすく伝わるように作成したリーフレ

ットです。難しいイメージがある「権利」について、すごろくなどを使って身近な例を出しながら楽

しく学べるように作りました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ こども・若者会議の活動の様子                                
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 


